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(57)【要約】
本発明は、展開可能磁気圧縮デバイスおよびシステムと
、そのような磁気圧縮デバイスの展開方法とに関する。
磁気圧縮デバイスは、特に、例えば、胃腸管内に吻合を
生成するために有用である。本デバイスは、特に、例え
ば、内視鏡下技法を使用した低侵襲性送達のために有用
である。本システム、デバイス、および方法は、糖尿病
、肥満、および癌等の種々の胃腸および代謝性疾患を治
療するために使用されることができる。本発明の格納お
よび装填デバイスは、送達構成における圧縮吻合部材の
格納と送達構成のままでのアクセスデバイスの中への圧
縮吻合部材の装填とを促進する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　格納および装填デバイスであって、前記格納と装填デバイスは、送達構成における圧縮
吻合部材の格納と前記送達構成のままでのアクセスデバイスの中への前記圧縮吻合部材の
装填とを促進し、前記格納と装填デバイスは、
　開放近位端および開放遠位端を有する細長い本体と、
　前記近位端と遠位端との間に延びている管腔であって、前記管腔は、圧縮吻合デバイス
をその中に受け取り、前記圧縮吻合デバイスを送達構成に維持するように構成されている
、管腔と
　を備え、
　前記細長い本体の前記遠位端は、アクセスデバイスの作業チャネルに解放可能に結合さ
れ、それによって、前記管腔を前記作業チャネルと流体連通して配置し、前記管腔を前記
作業チャネルとさらに整列させ、前記アクセスデバイスの前記作業チャネルから患者内の
解剖学的構造への後続送達のために、前記送達構成のままで、前記圧縮吻合デバイスが前
記管腔から前記作業チャネルの中に移動することを可能にするように構成され、前記圧縮
吻合デバイスは、前記患者内の解剖学的構造において展開構成に遷移する、
　格納および装填デバイス。
【請求項２】
　前記近位および遠位端に除去可能に結合可能である近位および遠位カバー部材をさらに
備え、前記近位および遠位カバー部材は、それぞれ、前記近位および遠位端を封入するよ
うに構成されている、請求項１に記載の格納および装填デバイス。
【請求項３】
　前記近位カバー部材は、本体であって、前記本体は、それを通って延びている開口を有
する、本体と、プラグ部材とを備え、前記プラグ部材は、前記開口内に受け取られ、前記
開口を充填し、前記近位端を周囲環境から閉鎖するように構成されている、請求項２に記
載の格納および装填デバイス。
【請求項４】
　前記近位カバー部材が前記格納および装填デバイスの前記近位端に結合されると、前記
開口は、前記格納および装填デバイスの前記管腔と略整列し、流体連通する、請求項３に
記載の格納および装填デバイス。
【請求項５】
　前記開口は、細長いマニピュレータを受け取り、前記細長いマニピュレータが前記開口
を通って前記格納および装填デバイスの管腔の中に入ることを可能にするように構成され
、前記細長いマニピュレータは、前記圧縮吻合デバイスと相互作用し、前記管腔から前記
アクセスデバイスの前記作業チャネルの中への前記圧縮吻合デバイスの移動を補助するよ
うに構成されている、請求項４に記載の格納および装填デバイス。
【請求項６】
　前記開口の内側表面は、前記細長いマニピュレータの外部表面との摩擦嵌めを提供する
ように構成されている、請求項５に記載の格納および装填デバイス。
【請求項７】
　前記摩擦嵌めは、前記アクセスデバイスの前記作業チャネルの中への前記圧縮吻合デバ
イスの移動中、前記管腔を通って逃散するガスまたは流体の量を最小化するために十分で
ある、請求項６に記載の格納および装填デバイス。
【請求項８】
　前記細長い本体は、前記近位端から前記遠位端まで前記本体の長さに沿って弧状形状を
有し、前記管腔は、対応する弧状形状を有する、請求項１に記載の格納および装填デバイ
ス。
【請求項９】
　前記細長い本体は、その一部から延びているフランジをさらに備え、前記フランジは、
前記格納および装填デバイスを使用した手技を補助するために、前記格納および装填デバ
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イスのオペレータの１本以上の指を受け取るように構成されている輪郭を有する、請求項
１に記載の格納および装填デバイス。
【請求項１０】
　前記細長い本体は、２部品構造である、請求項１に記載の格納および装填デバイス。
【請求項１１】
　格納および送達システムであって、前記システムは、
　送達構成および展開構成を備えている圧縮吻合部材と、
　前記圧縮吻合部材が事前装填されている格納および装填デバイスであって、前記格納お
よび装填デバイスは、
　　開放近位端および開放遠位端を有する細長い本体と、
　　前記近位端と遠位端との間に延びている管腔であって、前記管腔は、前記圧縮吻合デ
バイスを前記管腔の中に収納し、前記管腔は、前記圧縮吻合デバイスを前記送達構成に維
持するように構成されている、管腔と、
　　前記近位および遠位端に除去可能に結合されている近位および遠位カバー部材であっ
て、前記近位および遠位カバー部材は、それぞれ、前記近位および遠位端を封入し、それ
によって、前記圧縮吻合デバイスを前記管腔内に封入する、近位および遠位カバー部材と
　を備えている、格納および装填デバイスと、
　前記格納および装填デバイスおよびその中に装填されている前記圧縮吻合デバイスを封
入する筐体であって、前記筐体は、密閉してシールされている、筐体と
　を備えている、システム。
【請求項１２】
　前記格納および装填デバイスの前記細長い本体の前記遠位端は、アクセスデバイスの作
業チャネルに解放可能に結合され、それによって、前記管腔を前記作業チャネルと流体連
通して配置し、前記管腔を前記作業チャネルとさらに整列させ、前記アクセスデバイスの
前記作業チャネルから患者内の解剖学的構造への後続送達のために、前記送達構成のまま
で、前記圧縮吻合デバイスが前記管腔から前記作業チャネルの中に移動することを可能に
するように構成され、前記圧縮吻合デバイスは、前記患者内の解剖学的構造において展開
構成に遷移する、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記近位カバー部材は、本体であって、前記本体は、それを通って延びている開口を有
する、本体と、プラグ部材とを備え、前記プラグ部材は、前記開口内に受け取られ、前記
開口を充填し、前記格納および装填デバイスの前記近位端を周囲環境から閉鎖するように
構成されている、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記近位カバー部材が前記格納および装填デバイスの前記近位端に結合されると、前記
開口は、前記格納デバイスの前記管腔と略整列し、流体連通する、請求項１３に記載のシ
ステム。
【請求項１５】
　前記開口は、細長いマニピュレータを受け取り、前記細長いマニピュレータが前記開口
を通って前記格納および装填デバイスの管腔の中に入ることを可能にするように構成され
、前記細長いマニピュレータは、前記圧縮吻合デバイスと相互作用し、前記管腔からアク
セスデバイスの作業チャネルの中への前記圧縮吻合デバイスの移動を補助するように構成
されている、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記開口の内側表面は、前記細長いマニピュレータの外部表面との摩擦嵌めを提供する
ように構成されている、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記摩擦嵌めは、前記アクセスデバイスの前記作業チャネルの中への前記圧縮吻合デバ
イスの移動中、前記管腔を通って逃散するガスまたは流体の量を最小化するために十分で
ある、請求項１６に記載のシステム。
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【請求項１８】
　前記格納および装填デバイスの前記細長い本体は、前記近位端から前記遠位端まで前記
本体の長さに沿って弧状形状を有し、前記管腔は、対応する弧状形状を有する、請求項１
１に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記細長い本体は、その一部から延びているフランジをさらに備え、前記フランジは、
前記格納および装填デバイスを使用した手技を補助するために、前記格納および装填デバ
イスのオペレータの１本以上の指を受け取るように構成されている輪郭を有する、請求項
１１に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記格納および装填デバイスの前記細長い本体は、２部品構造である、請求項１１に記
載のシステム。
【請求項２１】
　自己閉鎖式圧縮吻合デバイスであって、前記吻合デバイスは、
　端端結合されている磁気区画のアセンブリを備え、前記磁気区画のアセンブリは、前記
磁気区画が第１および第２の端部を有する線形アセンブリを画定する１列縦隊配列で端端
整列させられている送達構成と、前記線形アセンブリが前記第１および第２の端部の接合
によって多角形を形成している展開構成との間で遷移するように構成され、
　前記磁気区画の各々は、ガイド部材に結合されるように構成され、前記磁気区画のアセ
ンブリは、前記送達構成から前記展開構成に遷移するとき、前記ガイド部材の長さに沿っ
て平行移動するように構成されている、吻合デバイス。
【請求項２２】
　前記磁気区画のうちの少なくとも１つは、管腔を備え、前記管腔は、それを通して前記
ガイド部材を受け取るように構成されている、請求項２１に記載の吻合デバイス。
【請求項２３】
　前記ガイド部材は、前記展開構成にあるとき、前記圧縮吻合デバイスの操作および配置
を促進するように構成されている、請求項２２に記載の吻合デバイス。
【請求項２４】
　前記ガイド部材は、縫合糸またはワイヤを備えている、請求項２３に記載の吻合デバイ
ス。
【請求項２５】
　前記ワイヤは、ステンレス鋼またはニチノール材料を備えている、請求項２４に記載の
吻合デバイス。
【請求項２６】
　前記ワイヤは、形状記憶合金を備えている、請求項２４に記載の吻合デバイス。
【請求項２７】
　前記ワイヤは、標的温度にさらされると、所定の形状をとるように構成されている熱的
にプログラムされた材料を備えている、請求項２６に記載の吻合デバイス。
【請求項２８】
　前記標的温度は、ヒト体温である、請求項２７に記載の吻合デバイス。
【請求項２９】
　前記圧縮吻合デバイスは、前記ガイド部材の一部に結合されている細長いマニピュレー
タによって、所望の場所に配置されるように適合されている、請求項２３に記載の吻合デ
バイス。
【請求項３０】
　前記ガイド部材は、ガイドワイヤを備え、前記アセンブリは、前記少なくとも１つの磁
気区画の前記管腔からの前記ガイドワイヤの除去が前記送達構成から前記展開構成への前
記アセンブリの遷移を促進するように構成されている、請求項２２に記載の吻合デバイス
。
【請求項３１】
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　前記ガイドワイヤは、前記少なくとも１つの磁気区画の前記管腔内に位置付けられてい
る間、前記多角形への前記磁気区画の自己組立を防止する、請求項３０に記載の吻合デバ
イス。
【請求項３２】
　前記アセンブリは、前記ガイドワイヤが前記少なくとも１つの磁気区画の前記管腔から
除去されると、前記送達構成から前記展開構成に自発的に変わる、請求項３０に記載の吻
合デバイス。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つの磁気区画の前記管腔は、前記ガイド部材の形状に対応する画定さ
れた断面形状を有することにより、前記ガイド部材の長さに沿った前記磁気区画の平行移
動中、前記関連付けられた磁気区画の回転移動を限定する、請求項２２に記載の吻合デバ
イス。
【請求項３４】
　前記管腔は、非円形断面形状を有する、請求項３３に記載の吻合デバイス。
【請求項３５】
　前記ガイド部材は、前記少なくとも１つの磁気区画の前記管腔の断面形状に対応する断
面形状を有する、請求項３４に記載の吻合デバイス。
【請求項３６】
　前記送達構成にあるとき、前記磁気区画のアセンブリは、アクセスデバイスの作業チャ
ネル内に収まり、患者内の解剖学的構造に送達されるようにサイズを決定されている、請
求項２１に記載の吻合デバイス。
【請求項３７】
　前記多角形は、上部および底部を有し、各磁気区画は、前記多角形の上部および底部に
関する方向に向けられた北磁極および南磁極を有する、請求項２１に記載の吻合デバイス
。
【請求項３８】
　前記磁気区画の北磁極は、区画毎に前記多角形の上部および底部に関する向きにおいて
交互する、請求項３７に記載の吻合デバイス。
【請求項３９】
　前記磁気区画のうちの少なくとも１つは、機械的接続または留め継ぎを用いて直隣接す
る磁気区画に接合されており、前記機械的接続または留め継ぎは、前記アセンブリが前記
送達から前記展開構成に遷移するとき、前記隣接する磁気区画間の整列を維持するように
構成されている、請求項２１に記載の吻合デバイス。
【請求項４０】
　前記磁気区画のうちの少なくとも２つに結合されている外骨格をさらに備え、前記外骨
格は、前記磁気区画のアセンブリを前記多角形に自己組立するように導く、請求項２１に
記載の吻合デバイス。
【請求項４１】
　自己開放式圧縮吻合デバイスであって、前記吻合デバイスは、
　端端結合されている少なくとも４つの磁気区画のアセンブリを備え、前記少なくとも４
つの磁気区画は、面外軸を有する多角形を形成し、各磁気区画は、北磁極および南磁極を
有し、前記アセンブリは、
　第１の接続部材を用いて一緒に結合されている第１の対の磁気区画と第２の接続部材を
用いて一緒に結合されている第２の対の磁気区画とを備え、
　前記アセンブリは、
　前記磁気区画が２つの列に整列させられている送達構成であって、前記２つの列は、前
記第１および第２の接続部材または前記第１および第２の対の磁気区画を互いに結合する
１つ以上の追加の接続部材によって接合されている、送達構成と、
　前記磁気区画が前記第１および第２の接続部材または前記追加の接続部材のうちの少な
くとも１つによって提供される力に少なくとも部分的に基づいて開放多角形を形成してい
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る展開構成と
　を備え、
　前記磁気区画のうちの少なくとも１つは、ガイド要素を備え、前記ガイド要素は、それ
を通してガイド部材を受け取るように構成され、前記磁気区画のアセンブリは、前記送達
構成から前記展開構成に遷移するとき、前記ガイド部材の長さに沿って平行移動するよう
に構成されている、吻合デバイス。
【請求項４２】
　前記ガイド要素は、管腔を有するループまたはスリーブであり、前記管腔は、それを通
して前記ガイド部材を受け取り、前記アセンブリが前記ガイド部材に沿って平行移動する
ことを可能にする、請求項４１に記載の吻合デバイス。
【請求項４３】
　前記ループまたはスリーブの前記管腔は、前記ガイド部材の形状に対応する画定された
断面形状を有することにより、前記ガイド部材の長さに沿った前記磁気区画の平行移動中
、前記関連付けられた磁気区画の回転移動を限定する、請求項４２に記載の吻合デバイス
。
【請求項４４】
　前記管腔は、非円形断面形状を有する、請求項４３に記載の吻合デバイス。
【請求項４５】
　前記ガイド部材は、前記ループまたはスリーブの前記管腔の断面形状に対応する断面形
状を有する、請求項４４に記載の吻合デバイス。
【請求項４６】
　前記ガイド部材は、ガイドワイヤを備えている、請求項４２に記載の吻合デバイス。
【請求項４７】
　前記送達構成にあるとき、前記磁気区画のアセンブリは、保持部材またはスリーブのチ
ャネル内に収まるようにサイズを決定されており、前記チャネルは、患者内の解剖学的構
造への前記アセンブリの所望の送達まで前記アセンブリを前記送達構成に維持するように
構成されている、請求項４１に記載の吻合デバイス。
【請求項４８】
　前記保持部材またはスリーブの前記チャネルからの前記アセンブリの分離に応じて、前
記アセンブリは、前記送達構成から前記展開構成に自発的に変わるように構成されている
、請求項４７に記載の吻合デバイス。
【請求項４９】
　前記送達構成から前記展開構成に遷移するとき、前記アセンブリは、前記ガイド部材の
長さに沿って平行移動するように構成されている、請求項４８に記載の吻合デバイス。
【請求項５０】
　前記ガイド部材は、前記展開構成にあるとき、前記圧縮吻合デバイスの操作および配置
を促進するように構成されている、請求項４９に記載の吻合デバイス。
【請求項５１】
　前記保持部材またはスリーブは、アクセスデバイスの作業チャネル内に収まり、患者内
の解剖学的構造に送達されるように構成されている、請求項４７に記載の吻合デバイス。
【請求項５２】
　前記アクセスデバイスは、内視鏡、腹腔鏡、トロカール、およびカニューレから成る群
から選択される、請求項５１に記載の吻合デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の引用）
　本願は、米国仮出願第６２／１５８，９８１号（２０１５年５月８日出願）の利益およ
びそれに対する優先権を主張し、上記出願の内容は、その全体が参照により本明細書に引
用される。
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【０００２】
　（発明の分野）
　本発明は、展開可能磁気圧縮デバイスおよびシステムと、磁気圧縮デバイスの展開方法
とに関する。
【背景技術】
【０００３】
　消化器（ＧＩ）系、心臓血管系、または泌尿器系のバイパスは、典型的には、２つの場
所において組織内に孔を開け、縫合糸またはステープルを用いて孔を接合することによっ
て形成される。バイパスは、典型的には、疾患または機能不全の組織をバイパスしながら
、流体（例えば、血液、栄養素）を系のより健康な部分の間で流動させるために配置され
る。手技は、典型的には、侵襲性であり、患者を出血、感染、疼痛、および麻酔への拒絶
反応等のリスクにさらす。加えて、縫合糸またはステープルを用いて生成されたバイパス
は、術後の漏出および癒着によって悪化し得る。漏出は、感染または敗血症をもたらし得
る一方、癒着は、腸絞扼および閉塞等の合併症をもたらし得る。従来のバイパス手技は、
内視鏡、腹腔鏡、またはロボットを用いて完了し得るが、それは、組織内に切り込まれた
孔を接合するために時間がかかり得る。さらに、そのような手技は、専門知識および多く
の外科手術設備において利用可能ではない機器を要求する。
【０００４】
　縫合糸またはステープルの代替として、外科医は、機械的結合具または磁石を使用し、
組織間に圧縮吻合を生成することができる。例えば、圧縮結合具または対にされた磁石が
、接合されるべき組織に送達されることができる。強い圧縮により、結合具または磁石間
に閉じ込められた組織は、その血液供給から切り離される。これらの条件下で、組織が壊
死状態になり、変性すると同時に、新しい組織が、圧縮点の周囲に、例えば、結合具の縁
に成長する。やがて、結合具が除去されると、組織間に治癒した吻合を残し得る。
【０００５】
　それにもかかわらず、磁石または結合具を配置することの困難は、圧縮吻合が使用され
得る場所を限定する。多くの場合、磁石または結合具は、２つの別個のアセンブリとして
送達される必要があり、観血術野または大型の送達デバイスのいずれかを要求する。例え
ば、既存の磁気圧縮デバイスは、送達導管、例えば、内視鏡器具チャネルまたは腹腔鏡ポ
ートを用いて展開されるために十分に小さい構造に限定される。これらの小さい構造が使
用されると、形成される吻合は、小さく、短期間の開存性に悩まされる。
【０００６】
　追加の難点は、外科医が、典型的には、吻合を生成するために使用される展開可能磁気
構造間の磁気引力の量を制御することができないという点において生じる。いくつかの事
例では、磁気デバイスが１ｃｍにわたる距離において強く結合することが有益であるが、
しかしながら、他の事例では、デバイスが１ｃｍにわたって弱く結合し、次いで、より小
さい距離において一緒に係止する場合、有益である。磁力が手技のために必要とされるも
のより強いとき、デバイスは、外科医がデバイスを結合する準備ができる前に、「ジャン
プ」または自発的に一緒に移動し、接合されることが意図されない組織を不注意に捕捉し
得る。
【０００７】
　したがって、人体内の組織間の圧縮吻合形成を促進する信頼性のあるデバイスおよび低
侵襲性手技の臨床的必要性が、依然として残っている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、身体、例えば、胃腸管内における吻合の低侵襲性形成のための改良されたデ
バイスおよび技法を提供する。そのようなデバイスおよび技法は、肥満および糖尿病等の
慢性疾患のためのより迅速かつ安価な治療を促進する。そのような技法はまた、胃または
結腸癌等の癌のような疾患のための姑息的治療に関連付けられた時間および疼痛も低減さ
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せる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、対象において吻合を生成するために使用され得る磁気区画のアセンブリを備
えている、磁気デバイスの複数の構成を提供する。デバイスのうちのいくつかは、自己開
放式であり、腹腔鏡下技法を使用して、トロカールを介して送達されるように設計される
。自己開放式デバイスは、細長い磁気区画から構築され、典型的には、デバイスの第１お
よび第２の端部のヒンジと、展開時、細長い磁気区画を開放するように導く多角形開放部
材とを含む。他の構成は、自己閉鎖式であり、内視鏡の作業チャネルを介して送達される
ように設計される。自己閉鎖式デバイスは、典型的には、展開時、デバイスを閉鎖させ多
角形を形成するように導く多角形閉鎖部材によって、線形配列において一緒に結合されて
いる細長い磁気区画から構築される。
【００１０】
　一側面では、本発明は、端端結合された磁気区画のアセンブリを含み、磁気区画のアセ
ンブリは、磁気区画が第１および第２の端部を有する線形アセンブリを画定する１列縦隊
配列で端端整列させられている送達構成と、線形アセンブリが第１および第２の端部の接
合によって多角形を形成している展開構成との間で遷移するように構成される自己閉鎖式
圧縮吻合デバイスを提供する。磁気区画の各々は、ガイド部材に結合されるように構成さ
れ、磁気区画のアセンブリは、送達構成から展開構成に遷移するとき、ガイド部材の長さ
に沿って平行移動するように構成される。送達構成にあるとき、磁気区画のアセンブリは
、アクセスデバイスの作業チャネル内に収まり、患者内の解剖学的構造に送達されるよう
にサイズを決定される。アクセスデバイスは、限定ではないが、内視鏡、腹腔鏡、トロカ
ール、およびカニューレを含み得る。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、磁気区画のうちの少なくとも１つは、それを通してガイド部
材を受け取るように構成される管腔を備えている。ガイド部材は、展開構成にあるとき、
圧縮吻合デバイスの操作および配置を促進するように構成され得る。圧縮吻合デバイスは
、ガイド部材の一部に結合されている細長いマニピュレータによって、所望の場所に配置
されるように適合される。ガイド部材は、縫合糸またはワイヤを含み得る。ワイヤは、ス
テンレス鋼またはニチノール材料を含み得る。ワイヤは、例えば、標的温度にさらされる
と、所定の形状をとるように構成される熱的にプログラムされた材料等の形状記憶合金を
含み得る。いくつかの実施形態では、標的温度は、ヒト体温である。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、ガイド部材は、ガイドワイヤを含み、アセンブリは、少なく
とも１つの磁気区画の管腔からのガイドワイヤの除去が送達構成から展開構成へのアセン
ブリの遷移を促進するように構成される。例えば、ガイドワイヤは、少なくとも１つの磁
気区画の管腔内に位置付けられている間、多角形への磁気区画の自己組立を防止するよう
に構成され、アセンブリは、ガイドワイヤが少なくとも１つの磁気区画の管腔から除去さ
れると、送達構成から展開構成に自発的に変わる。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、少なくとも１つの磁気区画の管腔は、ガイド部材の長さに沿
った磁気区画の平行移動中、関連付けられた磁気区画の回転移動を限定するように、ガイ
ド部材の形状に対応する画定された断面形状を有する。管腔は、例えば、非円形断面形状
を含み得る。ガイド部材は、少なくとも１つの磁気区画の管腔の断面形状に対応する断面
形状を含み得る。
【００１４】
　別の側面では、本発明は、端端結合され、面外軸を有する多角形を形成する少なくとも
４つの磁気区画のアセンブリを含み、各磁気区画は、北磁極および南磁極を有する自己開
放式圧縮吻合デバイスを提供する。アセンブリは、第１の接続部材を用いて一緒に結合さ
れている第１の対の磁気区画と、第２の接続部材を用いて一緒に結合されている第２の対
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の磁気区画とを含む。アセンブリは、磁気区画が２つの列内に整列させられ、２つの列が
第１および第２の対の磁気区画を互いに結合する第１および第２の接続部材または１つ以
上の追加の接続部材によって接合されている送達構成と、磁気区画が第１および第２の接
続部材または追加の接続部材のうちの少なくとも１つによって提供される力に少なくとも
部分的に基づいて開放多角形を形成している展開構成とを含む。磁気区画のうちの少なく
とも１つは、磁気区画のアセンブリが、送達構成から展開構成に遷移するとき、ガイド部
材の長さに沿って平行移動するよう構成されるように、それを通してガイド部材を受け取
るように構成されるガイド要素を含む。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、ガイド要素は、アセンブリがガイド部材に沿って平行移動す
ることを可能にするように、それを通してガイド部材を受け取るための管腔を有するルー
プまたはスリーブである。いくつかの実施形態では、ループまたはスリーブの管腔は、ガ
イド部材の長さに沿った磁気区画の平行移動中、関連付けられた磁気区画の回転移動を限
定するように、ガイド部材の形状に対応する画定された断面形状を有する。例えば、管腔
は、非円形断面形状を含み得る。故に、ガイド部材は、ループまたはスリーブの管腔の断
面形状に対応する断面形状を含み得る。
【００１６】
　いくつかの実施形態では、送達構成にあるとき、磁気区画のアセンブリは、患者内の解
剖学的構造へのアセンブリの所望の送達までアセンブリを送達構成に維持するように構成
される、保持部材またはスリーブのチャネル内に収まるようにサイズを決定される。保持
部材またはスリーブのチャネルからのアセンブリの分離に応じて、アセンブリは、送達構
成から展開構成に自発的に変わるように構成される。送達構成から展開構成に遷移すると
き、アセンブリは、ガイド部材の長さに沿って平行移動するように構成される。ガイド部
材は、展開構成にあるとき、圧縮吻合デバイスの操作および配置を促進するように構成さ
れる。保持部材またはスリーブは、アクセスデバイスの作業チャネル内に収まり、患者内
の解剖学的構造に送達されるように構成される。アクセスデバイスは、限定ではないが、
内視鏡、腹腔鏡、トロカール、およびカニューレを含み得る。
【００１７】
　自己開放式および自己閉鎖式圧縮吻合デバイスの複数の構成を提供することに加え、本
発明は、吻合を形成するためのそのような圧縮吻合デバイスの格納および送達のための格
納および送達システムを提供する。特に、本発明は、送達構成における圧縮吻合デバイス
の格納と、さらに、圧縮吻合部材が送達構成のままでのアクセスデバイスの中への圧縮吻
合部材の装填とを促進するように構成される格納および装填デバイスを提供する。本開示
の格納および装填デバイスは、オペレータが圧縮吻合デバイスをアクセスデバイスの作業
チャネルの中に装填することを試みるときに直面し得る、現在の課題を克服する。特に、
手でアクセスデバイスの作業チャネルの中に装填するとき、圧縮吻合デバイスを送達構成
の実質的線形形状に維持することは、幾分煩雑かつ困難であり得る。格納および装填デバ
イスは、特に、その送達構成に維持しながら、圧縮吻合デバイスの事前装填を可能にする
という点において有利である。したがって、オペレータ（例えば、外科医）が、吻合圧縮
デバイスを標的部位に送達する準備ができると、オペレータは、格納および装填デバイス
をアクセスデバイス（例えば、スコープ等）の作業チャネルのポートに結合し、圧縮吻合
デバイスを格納および装填デバイスからアクセスデバイスの作業チャネルの中に移動させ
ることのみ必要である。
【００１８】
　一側面では、格納および装填デバイスは、開放近位端および開放遠位端を有する細長い
本体と、近位端と遠位端との間に延びている管腔であって、管腔は、圧縮吻合デバイスを
その中に受け取り、圧縮吻合デバイスを送達構成に維持するように構成される、管腔とを
含む。細長い本体の遠位端は、アクセスデバイスの作業チャネルに解放可能に結合され、
それによって、管腔を作業チャネルと流体連通して配置し、さらに、管腔を作業チャネル
と整列させ、圧縮吻合デバイスが展開構成に遷移する、アクセスデバイスの作業チャネル
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から患者内の解剖学的構造への後続送達のために、送達構成のままで、圧縮吻合デバイス
が管腔から作業チャネルの中に移動することを可能にするように構成される。
【００１９】
　いくつかの実施形態では、格納および装填デバイスはさらに、近位および遠位端に除去
可能に結合可能であり、それぞれ、近位および遠位端を封入するように構成される近位お
よび遠位カバー部材を含む。近位カバー部材は、それを通って延びている開口を有する本
体と、近位端を周囲環境から閉鎖するように、開口内に受け取られ、それを充填するよう
に構成されるプラグ部材とを含み得る。近位カバー部材は、格納および装填デバイスの近
位端に結合され得、開口は、格納および装填デバイスの管腔と略整列し、流体連通する。
開口は、細長いマニピュレータを受け取り、細長いマニピュレータがそれを通して格納お
よび装填デバイスの管腔の中に入ることを可能にするように構成され得る。細長いマニピ
ュレータは、圧縮吻合デバイスと相互作用し、管腔からアクセスデバイスの作業チャネル
の中へのその移動を補助するように構成され得る。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、開口の内側表面は、細長いマニピュレータの外部表面との摩
擦嵌めを提供するように構成される。摩擦嵌めは、アクセスデバイスの作業チャネルの中
への圧縮吻合デバイスの移動中、管腔を通って逃散するガスまたは流体の量を最小化する
ために十分であり得る。
【００２１】
　いくつかの実施形態では、細長い本体は、近位端から遠位端まで本体の長さに沿って弧
状形状を有し、管腔は、対応する弧状形状を有する。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、細長い本体は、その一部から延びているフランジを含み得る
。フランジは、格納および装填デバイスのオペレータの１本以上の指を受け取り、格納お
よび装填デバイスを使用した手技を補助するように構成される輪郭を含み得る。いくつか
の実施形態では、細長い本体は、２部品構造である。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　請求される主題の特徴および利点は、それと一貫した以下の発明を実施するための形態
から明白となり、その説明は、付随の図面を参照して検討されるべきである。
【図１】図１は、吻合を形成用に使用するための自己閉鎖式磁気デバイスの実施形態を描
写する。
【図２】図２は、吻合を形成用に使用するための自己開放式磁気デバイスの実施形態を描
写する。
【図３】図３は、吻合を形成用に使用するための自己閉鎖式磁気デバイスの実施形態を描
写する。
【図４】図４は、図３の自己閉鎖式磁気デバイスを構築する方法を描写する。
【図５】図５は、吻合を形成するための自己閉鎖式磁気デバイスを描写する。デバイスは
、磁気区画に結合するための中心部材を含む。中心部材はまた、デバイスの配置を促進し
得る。
【図６】図６は、ガイドワイヤの上を送達される自己閉鎖式磁気デバイスを展開する方法
を描写する。
【図７】図７は、ガイドワイヤの上を送達される自己閉鎖式磁気デバイスを展開する方法
を描写する。デバイスは、リップコードを操作することによって除去され得る生体適合性
ポリマーによって、送達構成に保持される。
【図８】図８は、同一形状を有する嵌合ガイドワイヤに沿って通過するとき、磁気区画の
向きを維持する成形されたガイド管腔を有する自己閉鎖式磁気デバイスを描写する。
【図９】図９は、ガイドワイヤの上を送達される自己開放式磁気デバイスを展開する方法
を描写する。
【図１０】図１０は、ガイドワイヤの上を送達される自己開放式磁気デバイスを展開する
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方法を描写する。デバイスは、リップコードを操作することによって除去され得る生体適
合性ポリマーによって、送達構成に保持される。
【図１１】図１１は、同一形状を有する嵌合ガイドワイヤに沿って通過するとき、磁気区
画の向きを維持する成形されたガイドループを有する自己開放式磁気デバイスを描写する
。
【図１２】図１２は、吻合の部位における磁気デバイスの回転を促進するように設計され
る、送達カテーテルの２つの実施形態を描写する。
【図１３】図１３は、直腸を通して送達される内視鏡を介した、小腸への磁気デバイスの
送達を示す。いくつかの実施形態では、ガイドワイヤは、内視鏡を通して送達され、内視
鏡の範囲に延びてもよい。ガイドワイヤは、１つ以上のマーカを含み、蛍光透視画像内の
距離測定を促進し得る。
【図１４】図１４は、上部内視鏡検査および結腸鏡検査を介して送達される２つの磁気デ
バイスの接合を示す。好ましい実施形態では、磁気デバイスは、回盲弁を約４０～８０ｃ
ｍ越えた小腸の区分において接合される。
【図１５】図１５は、ユーザが展開の間２つのデバイスの整列および反りを決定すること
を可能にするセンサを有する、磁気デバイスを描写する。ある実施形態では、センサは、
展開可能デバイスの中に内蔵されたＲＦＩＤ近接性センサであり得る。
【図１６】図１６は、ユーザが展開の間２つのデバイスの整列および反りを決定すること
を可能にするワイヤのループ間の誘導結合を使用する、磁気デバイスを描写する。ある実
施形態では、ワイヤは、デバイスの結合に干渉しないように、デバイスの側面に結合され
る。
【図１７】図１７は、対になるデバイスに結合された後の除去を促進するために引き離さ
れ得る、磁気デバイスを描写する。
【図１８】図１８は、自己閉鎖式磁気デバイスの開放および除去を描写する。
【図１９】図１９は、２つの磁気デバイスの結合と、結合解除ツールおよび把持器を用い
た結合解除とを描写する。
【図２０】図２０は、展開された磁気デバイスを押し離すために使用され得る膨張可能カ
バー類を含む磁気デバイスを描写する。
【図２１】図２１は、結合デバイスを腸の２つの異なる部分に送達することによって、磁
気吻合を形成するための代替実施形態を描写する。コネクタが受け取り側の中に挿入され
ると、構成要素は、一緒に係止される。
【図２２】図２２は、図２６に示される結合デバイスの代替構造を描写する。
【図２３】図２３は、解剖学的標的の位置特定および／または磁気デバイスの配置を補助
する、展開可能クリップを描写する。クリップは、随意に、磁気または非磁気である。
【図２４】図２４は、回盲弁等のある解剖学的標的または吻合が形成されるべき小腸内の
場所の位置特定を描写する。標的は、蛍光透視法、超音波、またはスコープを通した可視
化を用いて位置特定され得る。
【図２５】図２５は、腸を他の組織から離し、意図されない組織の捕捉および接合を回避
するための組織の外部における磁石の使用を描写する。外部磁石はまた、展開された磁気
デバイスを一緒に移動させることにも役立つ。
【図２６】図２６は、磁気区画を用いて吻合を形成するための代替実施形態を描写する。
区画は、球状として描写されるが、それらは、任意の形状の磁石から作製され得る。
【図２７】図２７は、外部縫合糸をデバイスに対して展開し、結節押込装置を用いて接合
することによって、内視鏡を介して送達される磁気要素を接合する方法を描写する。
【図２８】図２８は、ガイドワイヤを針穿刺を通して挿入し、次いで、対になる圧縮デバ
イスをガイドワイヤの上を送達することによって、吻合を組織間に生成する方法を描写す
る。
【図２９】図２９は、ガイドワイヤを針穿刺を通して挿入し、次いで、対になる磁気圧縮
デバイスをガイドワイヤの上を送達することによって、吻合を組織間に生成する方法を描
写する。図４７における磁気デバイスは、中心縫合糸小穴を含む。
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【図３０】図３０は、Ｔ－タグを有する縫合糸を接合されるべき組織を通して挿入し、縫
合糸を緊張させ、組織をともに近づけさせることによって、吻合を組織間に生成するため
の別の方法を描写する。組織は、次いで、磁気または非磁気圧縮デバイスを用いて接合さ
れることができる。
【図３１】図３１は、接合されている磁気デバイスを結合解除するための展開可能電磁石
の使用を描写する。
【図３２】図３２は、吻合を形成するための磁気デバイス用の格納および送達システムの
分解図である。
【図３３】図３３は、吻合を形成するための磁気デバイスの送達に備えた図３２の格納お
よび送達システムを示す。
【図３４】図３４は、デバイスを好ましい格納温度に保つための断熱パッケージを含む、
格納および送達システムを示す。ある実施形態では、格納および送達デバイスは、加えて
、使用に先立って除去され得る、滅菌障壁をデバイスの周囲に含む。
【図３５】図３５は、デバイスが送達された後、内視鏡の作業チャネルからの容易な除去
のために２つの別個の部品に分解される格納および送達システムの実施形態を示す。
【図３６】図３６は、磁気吻合デバイスの送達のために内視鏡の作業チャネルに結合され
る、図３２の格納および送達システムを描写する。
【図３７】図３７は、内視鏡を介して送達されるにつれて磁気区画を整列させるためのヨ
ークを描写する。
【図３８】図３８は、内視鏡を介して送達されるにつれて磁気区画を整列させるためのヨ
ークを描写する。
【図３９】図３９は、内視鏡を介して送達されるにつれて磁気区画を整列させるためのヨ
ークを描写する。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本開示の完全な理解のために、前述の図面と併せて、添付の請求項を含め、以下の発明
を実施するための形態を参照されたい。本開示は、例示的実施形態に関連して説明される
が、本開示は、本明細書に記載される具体的形態に限定されることは意図されない。状況
によって好都合であると示唆される、またはそのように見なされ得る場合、種々の省略お
よび均等物の代用も検討されることを理解されたい。
【００２５】
　本発明は、身体、例えば、胃腸管内における吻合の低侵襲性形成のための改良されたデ
バイスおよび技法を提供する。そのようなデバイスおよび技法は、肥満および糖尿病等の
慢性疾患のためのより迅速かつ安価な治療を促進する。そのような技法はまた、胃または
結腸癌等の癌のような疾患のための緩和治療に関連付けられた時間および疼痛も低減させ
る。
【００２６】
　本発明は、対象内において吻合を生成するために使用され得る磁気区画のアセンブリを
備えている磁気デバイスの複数の構成を提供する。デバイスのうちのいくつかは、自己開
放式であり、腹腔鏡下技法を使用して、トロカールを介して送達されるように設計される
。自己開放式デバイスは、細長い磁気区画から構築され、典型的には、デバイスの第１お
よび第２の端部におけるヒンジと、展開時、細長い磁気区画を開放するように導く多角形
開放部材とを含む。他の構成は、自己閉鎖式であり、内視鏡の作業チャネルを介して送達
されるように設計される。自己閉鎖式デバイスは、典型的には、細長い磁気区画から構築
され、細長い磁気区画は、多角形閉鎖部材によって線形配列において一緒に結合され、多
角形閉鎖部材は、展開時、デバイスを閉鎖し、多角形を形成するように導く。
【００２７】
　本発明は、実質的圧縮磁力を用いて互いに結合する、自己開放式および自己閉鎖式多角
形磁気デバイスを含む。本発明は、内視鏡検査および腹腔鏡検査等の低侵襲性技法を用い
て、外科手術用吻合を組織内に迅速に生成することを可能にする。デバイスが配置および
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対にされると、圧縮力が、組織の血管系を圧潰させ、流体を組織から押し出し、デバイス
間の距離を短縮し、磁気引力を増加させる。時間に伴って、結合されるデバイスは、最終
的に、完全に対合し、開口部を形成し、組織から外れ、吻合を残す。磁気デバイスは、し
たがって、観血外科手術野を生成する必要なく、外科手術品質吻合を生成するために使用
されることができる。
【００２８】
　説明される技法を用いることで、組織間に、従来観血術または複雑な切断および縫合デ
バイスの使用を要求する開口部を生成することが、より単純となる。大部分の手技は、単
に、第１の磁気圧縮デバイスを第１の組織に送達し、次いで、第２の磁気圧縮デバイスを
第２の組織に送達し、次いで、２つのデバイスをともに近づけることに要約される。例え
ば、八角形の形態である第１および第２の磁気デバイスを胃ならびに小腸に送達すること
によって、胃バイパスを生成することが容易である。２つのデバイスの磁力は、最終的に
胃から小腸につながる吻合を生成し、胃の作業量を低減させる。
【００２９】
　本発明のデバイスは、概して、送達構成および展開構成をとることができる、細長い磁
気区画を備えている。送達構成は、デバイスが内視鏡もしくは類似デバイスを用いて、腹
腔鏡下「鍵穴」切開を介して、または天然経路を介した（例えば、食道を介した）送達を
用いて組織に送達されることができるように、典型的には、線形である。加えて、送達構
成は、典型的には、デバイスが身体内の種々の曲線を通して誘導されることができるよう
に、幾分可撓性である。デバイスが送達されると、デバイスは、送達構成から展開構成に
自動的に変わることによって、所望の形状およびサイズの展開構成をとるであろう。送達
構成から展開構成への自己変換は、介入を伴わずに磁気区画を所望の方法で移動させる、
結合構造によって導かれる。
【００３０】
　デバイスの設計は、使用されるであろう外科手術技法および患者の具体的必要性に応じ
て、カスタマイズされることができる。設計仕様は、要求される捕捉範囲と、（例えば、
所望される吻合サイズおよび器具通路によって画定されるような）磁気デバイスの所望さ
れる有効内径および外径と、標的組織の厚さと、誘導チャネルの内径および（誘導チャネ
ルが曲げられ得、磁石が通過しなければならない）最小曲率半径とを含み得る。設計仕様
が選定されると、多角形の辺数および長さ、ならびに送達器具を通して展開されるであろ
う可撓性線形磁気構造の最大側方寸法等の対応する磁気デバイス設計が、決定されること
ができる。加えて、以下に説明されるように、デバイスを構成する細長い磁気区画の配列
は、ある距離、例えば、１ｃｍにおいて、またはさらに離れて、デバイス１０と２０との
間の力の量をカスタマイズするように改変され得る。
【００３１】
　上で概略された技法を使用して、胃腸管内の種々の組織および器官間に吻合を生成する
ことが可能である。例えば、吻合は、胃、小腸、胆嚢、および結腸間に形成され得る。そ
のような技法は、肥満および糖尿病等の疾患の管理のために使用されることができる、ま
たはそのような技法は、癌等の疾患を契機として機能を改善するために使用されることが
できる。そのような技法はまた、修復のために、例えば、罹患結腸の一部が除去された後
、健康な結腸の部分を接続するために使用されることができる。そのような手技は、内視
鏡下、腹腔鏡下、観血外科手術野を用いて、またはこれらの技法のある組み合わせを用い
て、遂行されることができる。
【００３２】
　本発明のデバイスは、概して、患者内で展開されると多角形の形状をとる複数の細長い
磁気区画を含む。磁気区画は、典型的には、希土類磁気材料から形成される。磁気区画は
、留め継ぎされ得る。磁気区画は、金またはプラスチックでコーティングされ、その性能
を改善し得る。いくつかの事例では、磁石は、生体適合性材料でコーティングされる。い
くつかの実施形態では、磁石は、生体分解性または生体吸収性材料でコーティングされる
。
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【００３３】
　同様に、異なる数の区画、すなわち、正方形、六角形、八角形、十角形、十ニ角形、十
四角形、十六角形、十八角形、およびニ十角形のデバイスは、磁極の特定の配列を選択す
ることによって調整されることができる。磁極の特定の構成が選定され得る追加の理由も
存在する（例えば、デバイスに正しく重複させるために、またはデバイスがその送達構成
に戻ることができないことを確実にするような方法でデバイスを接続させるために）。例
えば、第ＵＳ２０１３／０２５３５５０号（参照することによってその全体として本明細
書に組み込まれる）を参照されたい。
【００３４】
　本発明のいくつかの実施形態では、展開可能磁気デバイスは、自己開放式である。各デ
バイスは、いくつかの細長い磁気区画を備え、２つの対の細長い磁気区画は、ヒンジを用
いて、各端部において一緒に連結される。ヒンジ間の磁気区画は、デバイスを送達構成か
ら展開構成に自己変わるように導く多角形開放部材を用いて、一緒に連結される。多角形
開放部材は、磁気区画の外部に結合されて示されるが、多角形開放部材は、磁気区画の内
部にも結合され得る。いくつかの事例では、多角形開放部材は、磁気区画を覆い外骨格を
形成する。多角形開放部材は、磁気区画に接合もしくは留められ得る、または多角形開放
部材は、磁気区画を圧着もしくは握持することができる。
【００３５】
　各自己開放式デバイスは、２つのヒンジを備えているが、多角形開放部材の数は、デバ
イス内の磁気区画の総数に依存する。例えば、展開時、正方形の構成をとるデバイスに対
して、デバイスは、４つの細長い磁気区画と、２つのヒンジと、２つの多角形開放部材と
を備えているであろう。八角形自己開放式デバイスは、８つの細長い磁気区画と、２つの
ヒンジと、６つの多角形開放部材とを含み得る。代替実施形態では、単一多角形開放部材
が、２つ以上の細長い磁気区画に及び得る。代替実施形態では、四重極磁気区画が、ヒン
ジ端部において使用され、開放を改善することができる。四重極区画は、八角形構成に限
定されず、本明細書に説明される構成のいずれかと共に使用されることができる。したが
って、８つの磁気区画と、２つのヒンジと、２つの多角形開放部材とを伴う自己開放式八
角形デバイスを構築することを可能にする。同一技法を使用して、例えば、正方形、六角
形、十角形、十ニ角形、十四角形、十六角形、十八角形、またはニ十角形として展開する
異なる数の細長い磁気区画を有する展開可能自己開放式デバイスを構築することも可能で
ある。
【００３６】
　本発明の自己開放式デバイスは、種々の磁極構成を組み込むことができる。しかしなが
ら、デバイスは、並列配列と開放多角形との間で自己変わる必要があるので、同様に整列
させられる磁極が送達構成において互いに隣接するようにヒンジを設置することが有益で
ある。例えば、送達構成における各区画は、送達時、区画間の磁気斥力がデバイスを開放
（展開）構成に駆動するように、同一帯磁方向の区画に隣接する。そのような構成では、
多角形開放部材の主要な役割は、デバイスが多角形の平面において開放すること、すなわ
ち、磁気区画の面外運動が限定されることを確実にすることである。自己開放式デバイス
のヒンジは、金属（ステンレス鋼、ニッケル、またはニチノール）またはプラスチックか
ら構築され得、ヒンジは、受動的または能動的（すなわち、開放力を提供する）であり得
る。いくつかの事例では、ヒンジは、ばねである。多角形開放部材は、金属（ステンレス
鋼、ニッケル、またはニチノール）またはプラスチックから構築され得る。多角形開放部
材は、典型的には、デバイスを送達構成から展開構成に駆動する力を提供するという点に
おいて能動的である。いくつかの実施形態では、多角形開放部材は、吻合が形成されると
、磁気区画の分離を促進する、生体吸収性材料から構築される。
【００３７】
　本発明の自己開放式デバイスは、並んだ構成で送達されるように設計される。この構成
では、自己開放式デバイスは、トロカールまたは他のカニューレを通して、デバイスが展
開され、対になるデバイスに結合されるであろう患者内の場所に挿入されることができる
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。典型的には、プッシャが、自己開放式デバイスをトロカールから取り出すために使用さ
れるであろう。デバイスがトロカールから押し出されると、デバイスは、自発的に開放し
、多角形を形成するであろう。他の実施形態では、非磁気挿入体または押出成形管類が、
自己開放式デバイスの送達を促進するために使用され得る。自己開放式デバイスの他の構
成、すなわち、正方形、六角形、十角形、十ニ角形、十四角形、十六角形、十八角形、お
よびニ十角形もまた、類似様式で送達されることができる。いくつかの事例では、プッシ
ャは、以下に議論されるように、ガイド要素のための管腔を有し得る。いくつかの事例で
は、腹腔鏡下マニピュレータ（図示せず）が、展開されたデバイスの配置を促進するため
に使用されるであろう。いくつかの実施形態では、自己開放式デバイスは、デバイスが吻
合の場所に送達されるまで、収縮管類等のポリマーラップによって送達構成に保持される
。いくつかの実施形態では、収縮管類は、管類が単に磁気デバイスから引き離されること
を可能にする、リップコードまたはある他の特徴を用いて解放されるように構成される。
【００３８】
　その構造により、本発明の磁気デバイスは、比較的に平滑かつ平坦であり、本質的に、
途切れない環状面を提供する。この設計により、デバイスは、組織を切断または穿孔せず
、むしろ、対になる展開デバイス間の接触表面にわたり安定した壊死性圧力を提供するこ
とによって、吻合を達成する。これらの特徴はまた、外科手術アクセスに関連付けられた
リスクを低減させ、吻合が正しい幾何学的属性を伴って形成されることを確実にする。全
体的に、設計は、吻合の開存性を確実にする。
【００３９】
　展開中、多角形閉鎖アセンブリは、カンチレバービーム同様に個々の区画の構造剛性を
結合しながら、磁気区画間のヒンジとしての役割りを果たす。言い換えると、多角形閉鎖
アセンブリの引張係数、および面外曲げに対する多角形閉鎖アセンブリの抵抗は、構造の
遠位端への力が磁気区画を横断して分散されることを可能にする。設計は、送達構成にお
けるデバイスの近位端への押す力が、例えば、内視鏡の作業チャネル等の展開管腔からデ
バイスの遠位端を確実に移動させることを可能にする。多角形閉鎖アセンブリは、薄く、
かつその留め継ぎの長さと比較して長い磁気区画と近接近しているので、多角形閉鎖アセ
ンブリは、比較的に小歪みを伴って、留め継ぎ閉鎖に適応するように曲げられることがで
きる。しかしながら、多角形閉鎖アセンブリの幅は、多角形面外曲げに対して高慣性モー
メント（剛度）をもたらし、それによって、閉鎖の間、成長するリングの良好な誘導を与
え、たわみに対する側方抵抗を提供する。最後に、多角形閉鎖アセンブリはまた、張力結
合を磁気区画間に提供し、区画が、閉鎖点を越え、内向きにまたは互いの上に圧潰しない
ことを保証する。
【００４０】
　多くの事例では、組織に送達された後、デバイスの場所を操作可能にすることが有益で
ある。デバイスは、鉗子等の従来のツールを用いて操作されることができるが、多くの場
合、縫合糸またはワイヤ等のガイド要素を用いて展開されたデバイスの場所を操作するこ
とがより単純である。種々の取り付け点が、自己開放式または自己閉鎖式磁気吻合デバイ
スの場所および展開の制御を提供するために使用されることができる。ガイド要素は、外
科手術野から離れるように近位に延び、例えば、ポートまたは内視鏡の作業チャネルの近
位端から出現し得る。
【００４１】
　ガイド要素は、展開時、単一の遠位区画が平行移動の自由度を提供する取り付け点をも
たらすように、単一の遠位区画に結合され得る。自己閉鎖式構成では、ガイド要素は、閉
鎖力が最遠位区画に加えられることを可能にすることにも留意されたい。すなわち、１つ
以上の区画が組織と絡まった状態になる場合、または別様に閉鎖することを妨害される場
合、ガイド要素による近位の引く力が、デバイスの自己組立を完了することに役立ち得る
。さらに、デバイスがその展開構成を達成すると、デバイスは、前述のように、ガイド要
素を用いて位置付けられ、別のデバイスと対にされることができる。プッシャ等の追加の
構造が、所望される場所においてデバイスを展開するために使用され得ることが想定され
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る。プッシャは、典型的には、外科手術用途のために承認されているＴｅｆｌｏｎＴＭま
たは他のポリマー等の硬質非相互作用材料から形成されるであろう。
【００４２】
　ガイド要素は、所望される機械的性質および生体適合性を達成するために、種々の材料
から製作されることができる。ガイド要素は、金属、例えば、ワイヤ、例えば、ステンレ
ス鋼ワイヤまたはニッケル合金ワイヤから構築され得る。ガイド要素は、綿または動物製
品等の天然繊維から構築され得る。ガイド要素は、ポリ乳酸（ＰＬＡ）等の繰り返し乳酸
、ラクトン、またはグリコール酸単位を含むポリマー等の生体分解性ポリマー等のポリマ
ーから構築され得る。ガイド要素はまた、ＴｙｖｅｋＴＭ（高密度ポリエチレン繊維）ま
たはＫｅｖｌａｒＴＭ（パラアラミド繊維）等の高引張強度ポリマーから構築され得る。
ある実施形態では、ガイド要素２２０は、Ｅｔｈｉｃｏｎ　Ｃｏｒｐ．（Ｓｏｍｅｒｖｉ
ｌｌｅ，ＮＪ）から利用可能なＶＩＣＲＹＬＴＭ（ポリグラクチン９１０）縫合糸等の生
体分解性縫合糸から構築される。
【００４３】
　ガイド要素は、いくつかの異なる構成および取り付け機構を用いて、自己閉鎖式または
自己開放式デバイスに結合されることができる。加えて、ガイド要素は、デバイスの磁極
構成にかかわらず、同一構成で使用されることができる。ガイド要素は、単に、デバイス
に結束され得る、またはガイド要素は、接着剤、例えば、アクリレート糊を用いて、また
はクリップ、ねじ、もしくはリベット等の留め具を用いてデバイスに取り付けられること
ができる。
【００４４】
　他の実施形態では、ガイド要素は、デバイスの２つ以上の部分に取り付けられるか、ま
たはそれらと相互作用するように構成され得る。例えば、自己開放式デバイスでは、ガイ
ド要素は、自己開放式デバイスの最遠位区画に結合され、デバイスの組立および配置を促
進する半径方向部材と相互作用するように構成され得る。代替として、２つのガイド要素
が、ヒンジに結合され、送達構成から展開構成への変換を促進し得る。さらに、ガイド要
素への近位の力は、デバイスが閉鎖することに役立つ。
【００４５】
　代替送達技法は、デバイスを吻合が形成されるべきエリアに送達するためのガイドワイ
ヤの使用を含む。デバイスは、自己開放式または自己閉鎖式であることができ、手技は、
自己開放式および自己閉鎖式デバイスの両方を伴い得る。デバイスがこのエリアに送達さ
れると、デバイスが展開することを避けるシースは、近位に除去され、それによって、自
己開放式デバイスが展開構成に変わることを可能にすることができる。他の実施形態では
、シースは、例えば、把持器によって操作されるリップコードを使用して、解体されるこ
とができる。シースが好適に後退させられると、プッシャが、デバイスを配置すること、
または接合するデバイスと対にすることに役立つために使用されることができる。送達お
よび展開は、例えば、蛍光透視法または超音波を用いて視覚化され得、デバイスおよびプ
ッシャは、放射線不透過性マーカ等のマーカを含み、可視化を促進し得る。加えて、デバ
イスは、１つ以上のガイド要素を含み、展開を改良する、または配置を促進し得る。
【００４６】
　図１－５は、吻合を形成するために使用され得る、磁気デバイスの異なる実施形態を示
す。図１は、鎖タイプの磁気デバイスを示し、磁気区画は、連結部を用いて一緒に結合さ
れている。鎖は、解剖学的場所に送達されると、多角形に自己組立するであろう。自己組
立は、その極性が多角形形状において最低エネルギーポテンシャルをとるであろう磁気区
画を選択することによって駆動されることができる。磁気区画は、多角形形状が達成され
ることを保証するために、留め継ぎされ得る。鎖タイプデバイスは、ばねまたは緊張部材
を含み、多角形への閉鎖を促進し得る。連結部および結合部は、ステンレス鋼、またはポ
リマー等の任意の弾力的および生体適合性材料から形成されることができる。鎖タイプ磁
気デバイスは、解剖学的場所に送達され、別の鎖タイプ磁気デバイス、または本開示の冒
頭に列挙され、参照することによって本明細書に組み込まれる、他の出願に開示されるタ
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イプの磁気デバイスに結合され得る。図２は、図１に類似する自己開放式鎖タイプデバイ
スを示す。構造の材料および１自己開放の方法（例えば、留め継ぎ、ばね、緊張部材）は
、図２に関して前述のものと同一である。
【００４７】
　図３は、可撓性管類またはある他の保持デバイスを用いて一緒に保持される球状磁気ボ
ールを使用する代替実施形態を示す。図４に示されるように、デバイスは、ボールの群を
金型内に配列し、次いで、弾力性ポリマーを金型に送達することによって、構築されるこ
とができる。仕上げられると、ポリマーは、ボールを一緒に保つが、医療デバイスの管腔
、例えば、内視鏡の作業チャネルもしくはカテーテル、またはトロカールを介した送達の
ために直線化されるために十分に可撓性であろう。完成されたデバイスは、分離点を提供
するために切断される必要があり得る。類似方法は、類似構成の自己開放式磁気デバイス
を形成するために使用されることができる。しかしながら、構築の方法は、金型またはダ
イに限定されず、磁気球体は、円形に配列され、そして、浸漬コーティングされ、それら
を一緒に保つこともできる。図３および４に示されないが、ワイヤまたは他の補剛部材が
、仕上げられたデバイスにおける面外曲がりを最小化するために追加され得る。
【００４８】
　図５－８は、本開示と一貫する、吻合を形成するための自己閉鎖式デバイスの異なる実
施形態を示す。図５は、磁気区画を一緒に結合するための中心部材を含むデバイスを示す
。中心部材はまた、デバイスの配置を促進し得る。図６は、ガイドワイヤの上で送達され
る自己閉鎖式磁気デバイスを展開する方法を描写する。図７は、ガイドワイヤの上で送達
される自己閉鎖式磁気デバイスを展開する方法を描写し、デバイスは、リップコードを操
作することによって除去され得る生体適合性ポリマーによって、送達構成に保持される。
【００４９】
　図８は、成形されたガイド管腔を有する自己閉鎖式磁気デバイスを描写し、ガイド管腔
は、磁気区画が同一形状を有する嵌合ガイドワイヤに沿って通過するとき、磁気区画の向
きを維持する。
【００５０】
　示されるように、自己閉鎖式圧縮吻合デバイスは、端端結合される磁気区画のアセンブ
リを含み、磁気区画のアセンブリは、磁気区画が第１および第２の端部を有する線形アセ
ンブリを画定する１列縦隊配列で端端整列させられた送達構成と、線形アセンブリが第１
および第２の端部の接合によって多角形を形成する展開構成との間で遷移するように構成
される。磁気区画の各々は、ガイド部材に結合されるように構成される。送達構成にある
とき、磁気区画のアセンブリは、アクセスデバイスの作業チャネル内に収まり、患者内の
解剖学的構造に送達されるようにサイズを決定される。アクセスデバイスは、限定ではな
いが、内視鏡、腹腔鏡、トロカール、およびカニューレを含み得る。
【００５１】
　図５に示されるように、自己閉鎖式デバイスは、磁気区画を通した一連の管腔を含み、
磁気区画に通される中心部材が組立を促進することを可能にする。中心部材は、種々の材
料から製作され、所望の機械的特性および生体適合性を達成することができる。例えば、
中心部材は、金属、例えば、ワイヤ、例えば、ステンレス鋼ワイヤ、またはニッケル合金
ワイヤから構築され得る。いくつかの実施形態では、中心部材は、例えば、体温にさらさ
れると、所望の形状、例えば、円形をとるように、熱的にプログラムされ得る。故に、中
心部材は、ステンレス鋼またはニチノールワイヤ等のワイヤであり得る。他の実施形態で
は、中心部材は、縫合糸から構築され得、中心部材は、綿もしくは動物製品等の天然繊維
から、またはポリ乳酸（ＰＬＡ）等の繰り返し乳酸、ラクトン、またはグリコール酸単位
を含むポリマー等の生体分解性ポリマー等のポリマーから構築され得る。中心部材はまた
、ＴｙｖｅｋＴＭ（高密度ポリエチレン繊維）またはＫｅｖｌａｒＴＭ（パラアラミド繊
維）等の高引張強度ポリマーから構築され得る。ある実施形態では、中心部材は、Ｅｔｈ
ｉｃｏｎ　Ｃｏｒｐ．（Ｓｏｍｅｒｖｉｌｌｅ，ＮＪ）から利用可能なＶＩＣＲＹＬＴＭ

（ポリグラクチン９１０）縫合糸等の生体分解性縫合糸から構築される。
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【００５２】
　いくつかの実施形態では、中心部材は、デバイスが自己組立された後、配置を導くため
に使用されることができる。いくつかの実施形態では、追加の機械的特徴が、外骨格に関
して説明されるものと類似様式において、送達および展開中、面外運動を最小化するため
に、磁気区画間に接合されることができる。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、図６および７に示されるように、ガイド部材は、ガイドワイ
ヤを含み、アセンブリは、磁気区画の管腔からのガイドワイヤの除去が送達構成から展開
構成へのアセンブリの遷移を促進するように構成される。例えば、図６に示されるように
、ガイドワイヤは、少なくとも１つの磁気区画の管腔内に位置付けられている間、多角形
への磁気区画の自己組立を防止するように構成され、アセンブリは、ガイドワイヤが少な
くとも１つの磁気区画の管腔から除去されると、送達構成から展開構成に自発的に変わる
。故に、図６－８に示される磁気区画のアセンブリは、送達構成から展開構成に遷移する
とき、ガイド部材の長さに沿って平行移動するように構成される。
【００５４】
　デバイスが所望の場所に送達されると、ガイドワイヤは、単に、後退させられ、展開さ
れたデバイスを残すことができる。他の実施形態では、保持器が、配置および自己組立を
促進するために使用され得る。保持器は、別個のカテーテルであり得る、または、保持器
は、例えば、図７に示されるように、リップコードを伴って、取り外し可能であり得る。
他の実施形態では、保持器は、湿度に加えて、磁石アセンブリがぱっと開くような点まで
の温度にさらされると、弱化するように設計され得る。そのようなシステムを使用するこ
とで、医師は、蛍光透視撮像を使用して、デバイスが「ぱっと開かれる」まで、デバイス
を観察し得る。相補的デバイスは、いずれかに説明されるガイドワイヤまたは半径方向要
素等の能動構成要素が、相補的デバイスを単に「ぱっと開く」磁石に導くことを要求し得
る。
【００５５】
　いくつかの実施形態では、磁気デバイスは、特別に形成されたガイドワイヤと嵌合する
ように成形される、ガイド要素を有する。例えば、図８に示されるように、ガイド要素は
、ガイド部材の長さに沿った磁気区画の平行移動中、関連付けられた磁気区画の回転移動
を限定するように、ガイド部材の形状に対応する画定された断面形状を有する１つ以上の
磁気区画の管腔を含み得る。管腔は、例えば、非円形断面形状を含み得る。ガイド部材は
、少なくとも１つの磁気区画の管腔の断面形状に対応する断面形状を含み得る。ガイド要
素は、ガイドワイヤを１つの向きで縦走することのみを可能にするので、デバイスの向き
は、ガイドワイヤを縦走するとき、維持される。逆に言えば、ガイドワイヤを回転させる
ことによって、磁気デバイスを送達部位へまたはその近くに回転させることが可能である
。
【００５６】
　図９－１１は、本開示と一貫する、吻合を形成するための自己開放式デバイスの異なる
実施形態を示す。図９は、ガイドワイヤの上を送達される自己開放式磁気デバイスを展開
する方法を描写する。図１０は、ガイドワイヤの上を送達され、リップコードを操作する
ことによって除去され得る生体適合性ポリマーによって送達構成に保持される自己開放式
磁気デバイスを展開する方法を描写する。図１１は、同一形状を有する嵌合ガイドワイヤ
に沿って通過するとき、磁気区画の向きを維持する、成形されたガイドループを有する自
己開放式磁気デバイスを描写する。
【００５７】
　示されるように、自己開放式圧縮吻合デバイスは、面外軸を有する多角形を形成するよ
うに、端端結合されている少なくとも４つの磁気区画のアセンブリであり得、各磁気区画
は、北磁極と南磁極とを有する。アセンブリは、第１の接続部材を用いて一緒に結合され
ている第１の対の磁気区画と、第２の接続部材を用いて一緒に結合されている第２の対の
磁気区画とを含み得る。アセンブリは、磁気区画が２つの列に整列させられ、２つの列が
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第１および第２の接続部材または第１および第２の対の磁気区画を互いに結合する１つ以
上の追加の接続部材によって接合される送達構成と、磁気区画が第１および第２の接続部
材または追加の接続部材のうちの少なくとも１つによって提供される力に少なくとも部分
的に基づいて開放多角形を形成する展開構成とを含む。
【００５８】
　磁気区画のうちの少なくとも１つは、ガイド要素を含み、その磁気区画は、磁気区画の
アセンブリが送達構成から展開構成に遷移するとき、ガイド部材の長さに沿って平行移動
するように構成されるように、その磁気区画を通してガイド部材を受け取るように構成さ
れる。
【００５９】
　いくつかの実施形態では、ガイド要素は、アセンブリがガイド部材に沿って平行移動す
ることを可能にするように、それを通してガイド部材を受け取るための管腔を有するルー
プまたはスリーブである。いくつかの実施形態では、ループまたはスリーブの管腔は、ガ
イド部材の長さに沿った磁気区画の平行移動中、関連付けられた磁気区画の回転移動を限
定するように、ガイド部材の形状に対応する画定された断面形状を有する。例えば、管腔
は、非円形断面形状を含み得る。故に、ガイド部材は、ループまたはスリーブの管腔の断
面形状に対応する断面形状を含み得る。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、送達構成にあるとき、磁気区画のアセンブリは、患者内の解
剖学的構造へのアセンブリの所望の送達までアセンブリを送達構成に維持するように構成
される保持部材またはスリーブのチャネル内に収まるようにサイズを決定される。保持部
材またはスリーブのチャネルからのアセンブリの分離に応じて、アセンブリは、送達構成
から展開構成に自発的に変わるように構成される。送達構成から展開構成に遷移するとき
、アセンブリは、ガイド部材の長さに沿って平行移動するように構成される。ガイド部材
は、展開構成にあるとき、圧縮吻合デバイスの操作および配置を促進するように構成され
る。保持部材またはスリーブは、アクセスデバイスの作業チャネル内に収まり、患者内の
解剖学的構造に送達されるように構成される。アクセスデバイスは、限定ではないが、内
視鏡、腹腔鏡、トロカール、およびカニューレを含み得る。
【００６１】
　図９に示されるように、デバイスは、保持器を使用して、デバイスを送達構成に保ち得
る。デバイスは、所望の場所までガイドワイヤに沿って移動させられ、その点において、
保持器が除去される。保持器は、別個のカテーテルもしくはオーバーシースであり得るか
、または保持器は、熱収縮管類もしくは類似ポリマー等の取り外し可能材料であり得る。
いくつかの実施形態では、図１０に示されるように、保持器は、保持器がデバイスから引
き離されることをもたらし、したがって、デバイスが展開構成を達成することを可能にす
るリップコードまたはある他の機構を含み得る。いくつかの実施形態では、デバイスは、
ガイドループを含み、デバイスがガイドワイヤを辿って所望の場所まで乗って行くことを
確実にし得る。ガイドループは、例えば、縫合糸から構築され得、デバイスを展開させる
ために切断され得る。別の実施形態では、ガイドワイヤは、単に、後退させられ、デバイ
スを所望の場所に残し得る。
【００６２】
　いくつかの実施形態では、磁気デバイスは、特別に形成されたガイドワイヤと嵌合する
ように成形されるガイド要素を有する。例えば、図１１に示されるように、ガイド要素は
、ガイド部材の長さに沿った磁気区画の平行移動中、関連付けられた磁気区画の回転移動
を限定するように、ガイド部材の形状に対応する画定された断面形状を有する管腔を含み
得る。管腔は、例えば、非円形断面形状を含み得る。ガイド部材は、少なくとも１つの磁
気区画の管腔の断面形状に対応する断面形状を含み得る。ガイド要素は、ガイドワイヤを
１つの向きで縦走することのみができるので、デバイスの向きは、ガイドワイヤを縦走す
るとき、維持される。逆に言えば、ガイドワイヤを回転させることによって、送達部位ま
でまたはその近くに磁気デバイスを回転させることが可能である。
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【００６３】
　図１２は、本発明のデバイスを送達し、展開点における回転制御を提供するための特殊
カテーテルを示す。図１０に示されるように、送達カテーテルは、デバイスをある方向に
制限するように成形された開口部を有し得る。開口部は、デバイスの断面に応じて、正方
形または他の形状であり得る。展開中、カテーテルは、近位端において、例えば、磁気デ
バイスが特定の回転構成を伴って送達され得るように、内視鏡の外部において回転され得
る。これは、第１のデバイスが配置されると、対にするデバイスの配置を促進し得る。
【００６４】
　図１３は、磁気デバイスの送達のための代替実施形態を示す。図１１に示されるように
、ガイドワイヤ（またはガイドカテーテル）は、結腸を介してアクセスされるように、内
視鏡の端部を越えて延長され、磁気デバイスが小腸内の深くに配置されることを可能にし
得る。蛍光透視法下における可視化を促進するために、ガイドワイヤ（またはガイドカテ
ーテル）は、放射線不透過性マーカを事前に設定された距離に含み得る。偏向可能、およ
び／または操向可能、ならびに／もしくは曲がり可能遠位先端等の他の特徴が、組み込ま
れ、ユーザが、蛇行性生体構造をより容易に移動して、所望の展開場所に到達することに
役立て得る。
【００６５】
　図１４は、上部内視鏡および下部内視鏡（結腸鏡検査）を介したデバイスの送達を示す
。糖尿病等の代謝性疾患を制御する目的のために、回盲弁を越えて小腸の上方約４０～８
０ｃｍに吻合を生成することが有益であり得る。例えば、回盲弁からから約４５ｃｍ、ま
たは回盲弁から５０ｃｍ、または回盲弁から５５ｃｍ、または回盲弁から６０ｃｍ、また
は回盲弁から６５ｃｍ、または回盲弁から７０ｃｍ、または回盲弁から７５ｃｍに吻合を
生成することが有益であり得る。いくつかの実施形態では、２つまたは３つもしくは４つ
の吻合等、２つ以上の吻合をこの領域内に生成することが有益であり得る。
【００６６】
　図１５および１６は、２つのデバイス間の位置、回転、重複、および／または反りを感
知するためのデバイスの実施形態を示す。そのようなシステムは、ユーザが、最大重複が
達成されたときを把握することを可能にするであろう。例えば、図１５に示される一実施
形態では、デバイスは、デバイスが重複しており、実質的に平行であることを検証するた
めに使用され得るＲＦＩＤまたはある他の近接性センサ等のセンサを含み得る。他の実施
形態では、図１５に示されるセンサは、ユーザが蛍光透視法または他の撮像を介して重複
を可視化することに役立つ放射線不透過性マーカと置換され得る。図１６に示されるよう
に、また、第１のデバイスに提供される電流によって第２のデバイス内に生成される誘導
電流を測定することによって、重複の質を観察および／または確認することも可能である
。他の技法は、センサおよび／または誘導結合ならびに／もしくは撮像の組み合わせを含
み得る。
【００６７】
　図１７－２０は、それらが配置されると、結合されたデバイスに係合解除させるために
使用され得る種々の構成および方法を示す。図１７に示されるように、デバイスは、第１
のデバイスが、例えば、図１８に示されるように、把持器を使用して、第２のデバイスか
ら引き離されることを可能にするいくつかのループとともに設計され得る。他の実施形態
では、デバイスは、ループを握持し、区画を残りの磁気区画から引き離すことによって、
引き離されるように設計され得る。図１９は、特殊除去ツールが、結合された磁気デバイ
ス間に押し付けられ、デバイスを結合解除する代替技法を示す。デバイスが十分に分離さ
れると、デバイスは、把持器または別の好適なツールを使用して除去されることができる
。例えば、図２０に示される、別の代替実施形態では、各デバイスは、身体の外部のリザ
ーバと流体連通するブラダを用いて包囲される。デバイスが除去される必要がある場合、
ブラダは、生理食塩水等の流体で充填され、ブラダに膨張させ、デバイスを互いから押し
離し、それらを結合解除させる。図２０のデバイスが正常に展開されると、ブラダは、吻
合の質に干渉しないであろう。加えて、膨張流体に結合される管腔は、切断器具の使用を
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用いて切断され、次いで、流体管腔が対象から除去されることができる。
【００６８】
　図２１および２２は、腸を接合するために使用される非磁気結合を描写する。受け取り
側およびコネクタが、内視鏡を介して、腸の異なる区分に送達されるが、しかしながら、
デバイスは、腸ではない他の組織を接合するためにも使用され得る。受け取り側は、コネ
クタを受け取り、腸の２つの区画を一緒に維持する、結合部を形成するように設計される
。コネクタが定位置に来ると、アクチュエータまたはばね係止、フランジ、アンカ等のあ
る他の係止機構が、受け取り側および結合器を一緒に保ち、腸の区画間に通路を生成する
。いくつかの実施形態では、瘻孔は、腸のいずれの区画にも生成されず、２つの区画の圧
縮力は、組織を壊死させ、吻合を形成させる。他の実施形態では、１つ以上の孔が、生成
され、受け取り側およびコネクタの結合を促進し得る。いくつかの実施形態では、コネク
タは、切断遠位表面を含み、組織を通した通路を促進し得る。吻合が形成されると、結合
されたデバイスは、組織から外れ落ち、対象から出されるであろう。
【００６９】
　図２３および２４は、撮像および／またはスコープ、例えば、内視鏡もしくは腹腔鏡を
通した可視化を介して、解剖学的構造を位置特定する方法およびデバイスを描写する。あ
る実施形態では、図２３に示されるように、取り付けられた小型の磁石を含むクリップが
、磁気デバイスが展開される前に、内視鏡下で標的組織に送達される。クリップは、主要
磁石を誘導し、互いに整列させることに役立つ。クリップは、蛍光透視法下で可視であり
得る。図２４に示される代替実施形態では、解剖学的マーカが、電磁信号および／または
蛍光透視法を使用して検出可能であるように展開されることができる。解剖学的マーカは
、例えば、回盲弁を位置特定し、ガイドワイヤ（またはガイドカテーテル）を吻合の形成
のための好ましい場所に展開すべきときを把握することをより容易にするために使用され
得る。
【００７０】
　図２５は、患者の身体の外部で磁石を使用して、２つの磁気デバイスが展開し、対にな
ることをもたらす方法を示す。図２５に示される方法は、加えて、組織の区画を持ち上げ
、他の腸から離し、他の組織がデバイス間に不注意に捕捉されるであろうリスクを最小化
する。
【００７１】
　図２６は、複数の離れている区画が、内視鏡の作業チャネル、カテーテル、またはトロ
カール等の管腔を介して送達される、磁気吻合を生成する代替実施形態を示す。プッシャ
が、区画を展開するために使用され得る。区画が展開されると、それらは、吻合の形成の
ために好適な形状を形成するであろう。しかしながら、形状は、多角形である必要はなく
、区画の群も、対になる区画が組織の他側に配置されている場合、吻合を形成するであろ
う。図２６に示されるように、離れている区画は、自己開放式または自己閉鎖式磁気デバ
イスと共に使用され得る。代替として、離れている区画は、組織の両側で使用されること
ができる。
【００７２】
　図２７－２９は、吻合を組織内に生成するための代替方法を示す。図２７は、針を腹部
を通して腸の中に挿入し、アンカを展開されたデバイスの各々における縫合糸に取り付け
られるように配置することによって、内視鏡を介して送達された磁気デバイスを接合する
ことを描写する。結節プッシャを使用して、２つの固定された区画は、デバイスが対にな
るまで一緒にされる。図２８は、２つの非磁気ディスクを接合されるべき組織の両側に配
置するためのガイドワイヤの送達を描写する。送達されると、２つのディスクは、ディス
クに圧縮力を組織上に維持させるラチェット歯を有するアンカを用いて、一緒にされる。
図２９は、参照することによって本明細書に組み込まれる出願に前述されたタイプの磁気
デバイスを送達するためのガイドワイヤの使用を示す。
【００７３】
　図３０は、内視鏡下針を介したＴ－タグを含む縫合糸の送達を示す。針は、組織を通し
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て前進させられ、次いで、端部に取り付けられた金属「Ｔ」－タグを伴う縫合糸は、針を
通してそこから他の管腔の中に前進させられる。針は、除去され、張力が、縫合糸に加え
られ、Ｔ－タグを他の管腔の壁に固定する。これは、２つの組織壁を一緒に保ち、２つの
スコープ先端を一緒に近くに保つことをより容易にする。これは、磁石を整列および展開
させることをより容易にする。
【００７４】
　図３１は、展開された磁気デバイスを結合解除するための展開可能電磁石の使用を示す
。電磁石は、操向可能プローブ、またはワンド、カテーテル等であり得る。電磁力は、非
アクティブにされることができるので、除去されるべきデバイスに近接するまで、展開可
能電磁石を身体に通すことは、安全である。電磁石が定位置に来ると、アクティブにされ
ることができ、それに応じて、ユーザが結合されたデバイスを引き離すことを可能にする
ために十分な磁場を生成するであろう。別の実施形態では、電磁石は、展開されたデバイ
ス内の磁石を減極し、磁石を結合解除することをより容易にするように構成される。
【００７５】
　図３２－３６は、吻合を形成するための磁気デバイスの格納および送達のための格納お
よび装填デバイスを説明する。特に、本発明は、送達構成における圧縮吻合デバイスの格
納と、さらに、圧縮吻合部材が送達構成に留まったまま、アクセスデバイスの中への圧縮
吻合部材の装填とを促進するように構成される格納および装填デバイスを提供する。
【００７６】
　図３２は、吻合を形成するための磁気デバイス用の格納および送達デバイスの分解図で
ある。図３３は、吻合を形成するための磁気デバイスの送達に備えた図３２の格納および
送達システムを示す。示されるように、格納および装填デバイスは、開放近位端および開
放遠位端を有する細長い本体と、近位端と遠位端との間に延びている管腔であって、管腔
は、圧縮吻合デバイスをその中に受け取り、圧縮吻合デバイスを送達構成を維持するよう
に構成される、管腔とを含む。いくつかの実施形態では、細長い本体は、近位端から遠位
端までの本体の長さに沿って、弧状形状を有し、管腔は、対応する弧状形状を有する。デ
バイスは、ある曲率を伴って示されるが、デバイスは、概して、直線または角度付け等の
構成であることもできる。
【００７７】
　いくつかの実施形態では、格納および装填デバイスはさらに、近位および遠位端に除去
可能に結合可能であり、それぞれ、近位および遠位端を封入するように構成される、近位
および遠位カバー部材を含む。遠位および近位カバー部材は、清潔な環境を管腔内に維持
し、圧縮吻合デバイスが格納および装填デバイスから不注意に退出しないことを保証する
ように構成される。
【００７８】
　近位カバー部材は、それを通して延びている開口を有する本体と、近位端を周囲環境か
ら閉鎖するように、開口内に受け取られ、それを充填するように構成されるプラグ部材と
を含み得る。近位カバー部材は、格納および装填デバイスの近位端に結合され得、開口は
、格納および装填デバイスの管腔と略整列し、流体連通する。開口は、細長いマニピュレ
ータを受け取り、マニピュレータがそれを通して格納および装填デバイスの管腔の中に通
ることを可能にするように構成され得る。細長いマニピュレータは、圧縮吻合デバイスと
相互作用し、管腔からアクセスデバイスの作業チャネルの中へのその移動を補助するよう
に構成され得る。いくつかの実施形態では、開口の内側表面は、細長いマニピュレータの
外部表面との摩擦嵌めを提供するように構成される。摩擦嵌めは、アクセスデバイスの作
業チャネルの中への圧縮吻合デバイスの移動中、管腔を通って逃散するガスまたは流体の
量を最小化するために十分であり得る。
【００７９】
　いくつかの実施形態では、細長い本体は、その一部から延びているフランジを含み得る
。フランジは、格納および装填デバイスのオペレータの１本以上の指を受け取り、格納お
よび装填デバイスを使用した手技を補助するように構成される輪郭を含み得る。
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【００８０】
　図３４は、デバイスを好ましい格納温度に保つための断熱パッケージを含む格納および
装填デバイスを示す。ある実施形態では、格納および装填デバイスは、加えて、使用に先
立って除去され得る滅菌障壁をデバイスの周囲に含む。故に、格納および装填デバイスは
、圧縮吻合デバイスを事前装填され、さらに、筐体内にパッケージ化され得る。格納およ
び装填デバイスおよびその中に装填される圧縮吻合デバイスを封入する筐体は、次いで、
密閉してシールされ、磁気デバイスならびに格納および装填デバイスの使用寿命を改良し
、その無菌状態を維持し得る。
【００８１】
　図３５は、デバイスが送達された後、内視鏡の作業チャネルからの容易な除去のために
、２つの別個の部品に分解される格納および送達システムの実施形態を示す。
【００８２】
　図３６に示されるように、細長い本体の遠位端は、アクセスデバイスの作業チャネルに
解放可能に結合され、それによって、管腔を作業チャネルと流体連通して配置し、さらに
、管腔を作業チャネルと整列させ、圧縮吻合デバイスが展開構成に遷移する、アクセスデ
バイスの作業チャネルから患者内の解剖学的構造への後続送達のために、送達構成に留ま
らせながら、圧縮吻合デバイスが管腔から作業チャネルの中に移動することを可能にする
ように構成される。
【００８３】
　本開示の格納および装填デバイスは、オペレータが圧縮吻合デバイスをアクセスデバイ
スの作業チャネルの中に装填することを試みるときに直面し得る現在の課題を克服する。
特に、手でアクセスデバイスの作業チャネルの中に装填するとき、圧縮吻合デバイスを送
達構成の実質的線形形状に維持することは、幾分煩雑かつ困難であり得る。格納および装
填デバイスは、特に、その送達構成に維持しながら、圧縮吻合デバイスの事前装填を可能
にするという点において有利である。したがって、オペレータ（例えば、外科医）が、吻
合圧縮デバイスを標的部位に送達する準備ができると、オペレータは、格納および装填デ
バイスをアクセスデバイス（例えば、スコープ等）の作業チャネルのポートに結合し、圧
縮吻合デバイスを格納および装填デバイスからアクセスデバイスの作業チャネルの中に移
動させることのみ必要である。
【００８４】
　図３７－３９は、作業チャネルを介して送達されるにつれて磁気区画を整列させるため
に内視鏡と共に使用され得る、ヨークのいくつかの図を示す。所望の圧縮または整列を対
にするデバイス間で達成するために、特定の磁極を有するデバイスを展開することが、有
利であり得る。図３７は、内視鏡を介して送達されるときに磁気区画を整列させるための
ヨークを描写する。図３８は、内視鏡を介して送達されるときに磁気区画を整列させるた
めのヨークを描写する。図３９は、内視鏡を介して送達されるときに磁気区画を整列させ
るためのヨークを描写する。図３７および３８に示されるように、いずれの極性も、送達
中、維持されることができる。ヨークは、永久磁石または電磁石を含み、必要に応じて、
磁場が調節（または反転）されることを可能にし得る。
【００８５】
　（参照による引用）
　特許、特許出願、特許刊行物、雑誌、書籍、論文、ウェブコンテンツ等の他の文書の参
照および引用が、本開示全体を通して行なわれる。そのような文書は全て、あらゆる目的
のために、参照することによって、全体として本明細書に組み込まれる。
【００８６】
　（均等物）
　本発明は、その精神または不可欠な特性から逸脱することなく、他の具体的形態で具現
化され得る。前述の実施形態は、したがって、あらゆる観点において、本明細書に説明さ
れる本発明の限定ではなく、例証と見なされるものとする。本発明の範囲は、したがって
、前述の説明によってではなく、添付の請求項によって示され、請求項の均等物の意味お
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